
解
説

『開
基
日
隆
大
聖
人
縁
起
』
に
つ
い
て

浦

成

宝
暦
十
二
壬
午
歳

（
一
七
六
二
）
二
月
、
高
岡

・
本
光
寺
の
十
四
世
、
嘉
伝
院
円
承
日
諄

（天
明
五
年
五
月
十
日
寂
、
年
令
不
詳
）
が

著
わ
し
た
こ
の
書
は
、
嶋
村
誕
生
庵
の
常
住
物
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、
天
保
十

一
子
歳

（
一
八
四
〇
）
二
月
、
両
備
八
品
講

の
田
中
春
治
が
、
こ
れ
を
書
写
し
て
い
る
。

こ
の
書
は
、　
昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）

の
夏
、

「
両
備
八
品
講
」
の
調
査
を
行
う
た
め
、　
岡
山
市
牧
山
に
当
時
在
っ
た

「
本
妙

院
」

（現
在
は
岡
山
市
菅
能
寺
の
境
内
に
移
転
し
て
い
る
）
の
宝
蔵
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
折
に
見
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

宝
暦
十
二
年
の
頃
は
、
両
山
四
十
八
世
日
憲

（忍
定
院
、　
三
ハ
九
四
―

一
七
七
〇
）
に
よ
っ
て
、
漸
く
本
門
八
品
教
学
が
整
備
さ
れ
た

時
期
で
、
台
学
偏
重
に
よ
っ
て
衰
退
し
て
い
た
八
品
教
学
が
高
揚
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
隆
聖
人
の
御
伝
記
が
登
場
す
る
背
景
が
そ

こ
に
あ
る
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
書
の
終
り
に
、
日
隆
聖
人
三
百
遠
忌

（正
当
は
一
七
六
三
年
）
を
迎
え
て
、
本
門
八
品
の
広
宣
流
布
を
願
い
、

「縁
起
こ
ま
ご
ま
に
あ
り
と
雖
も
、
諸
国
の
参
詣
俗
男
俗
女
は
見
る
い
と
ま
あ
ら
ず
、
今
幸
い
に
略
し
て
こ
れ
を
見
せ
し
む
の
み
」

と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
日
隆
聖
人
の
御

一
代
を

一
人
で
も
多
く
の
人
々
に
知
ら
せ
る
た
め
に
簡
略
な
も
の
を
作
っ
た
と
著
者
の
意
図

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『開
基
日
隆
大
聖
人
縁
起
』
に
つ
い
て

…… 13-―



『開
基
日
隆
大
聖
人
縁
起
』
に
つ
い
て

こ
の
な
か
で
、
日
隆
聖
人
の
生
誕
を
至
徳
元
年

（
一
三
八
四
）
、
御
入
滅
の
年
令
を
八
十

一
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、　
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
日
隆
聖
人
の
著

『開
述
顕
本
宗
要
集
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
聖
人
の
年
令
に
よ
っ
て
、
至
徳
二
年

（
一
三
八
五
）
の
生
誕
、
八
十
歳

御
入
滅
が
正
確
で
あ
り
、
文
化
八
年

（
一
八

一
一
）
、
両
山
六
十
四
世
日
芳
の
著
で
あ
る

『開
祖
徳
行
記
試
評
』

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
以
前
の
記
述
は
先
に
挙
げ
た
年
号
と
年
令
が
使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

「
両
備
八
品
講
」
は

「浪
華
八
品
講
」
創
設
者
事
妙
院
日
然
の
弟
子
と
な
っ
た
土
佐
藩
士
永
吉
敬
助
が
備
中

（岡
山
）
富

吉
の
地
に
興
し
た
講
中
で
、
牧
山
の

「本
妙
院
」
は
第
三
代
講
頭
田
中
熊
吉
の
建
立
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

田
中
春
治
が
こ
の
書
を
写
し
た
の
が
天
保
十

一
年
三
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。

日
然
が
顕
本
寺
の
住
職
に
な
っ
た
の
が
天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）
で
あ
る
か
ら
、
両
備
八
品
講
の
歴
史
か
ら
み
れ
ば
、
極
め
て
早
い
時

期
に
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

今
回
興
隆
学
林
専
門
学
校
の
紀
要
を
発
刊
す
る
に
あ
た
り
、
日
隆
聖
人
研
究
の
一
資
料
と
し
て
、
菅
能
寺
様
の
御
諾
し
を
得
て
掲
載
さ

せ
て
頂
い
た
こ
と
に
対
し
有
難
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

猶
、
高
岡
本
光
寺
住
職
沢
田
益
隆
上
人
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
浄
写
に
あ
た
っ
て
は
、
学
林
教
授
大
平
宏
龍
先
生
に
助
言
を
い
た
だ

き
、
宗
学
研
究
科
二
年
和
田
晃
尚
君
の
助
力
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
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